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1. はじめに 

大気圧プラズマを用いたモルタルの強度の向上

の研究が注目されている。モルタルは建築材料で

あり、砂利(粗骨材)を混ぜるとコンクリートとな

る。以前私たちは超高強度コンクリート用セメン

トで作製したモルタルに、大気圧アルゴン(Ar)プ

ラズマジェットを 1 分間照射すると、モルタルの

強度が向上することを報告した [1]。超高強度コ

ンクリートは、高層ビル建設などに用いられてい

る。 

本発表では、大気圧 Ar プラズマジェットを超

高強度コンクリート用セメントで作製したモルタ

ルへ照射し、モルタルの親水性が向上したことに

ついて報告する。 

 

2. 実験 

大気圧Arプラズマジェットは、周波数10 kHz、

印加電圧 10 kV、Arガス流量 10 L/分間で発生させ、

超高強度セメントで作製したモルタル試料 (約40

×40×8 mm3)の表面に照射距離2 mmで1～3分間

照射された(図 1)。水の接触角測定には、NICK製

接触角計LSE-MEIを用いた。 

 

3. 結果と考察 

図 2にモルタル表面での水の接触角測定の結果

を示す。(a)のようにプラズマ照射前では、水の接

触角は 84°であり、モルタル表面は水をはじいて

いることがわかる。(b)のように 1分間照射後では

19°であり、親水性が向上することがわかった。

表面に広がった水は、すぐにモルタル内部に浸み

込みこんだ。(c)のように 2分間照射後では 8°で

あり、(d)のように 3分間照射後でも 8°であった。

これらの場合も表面に広がった水は、すぐにモル

タル内部に浸み込みこんだ。 

図 3に水の接触角のプラズマ照射時間依存性を

示す。接触角は、プラズマ照射時間の増加に伴い

低くなることがわかった。以上より、大気圧Ar

プラズマジェット照射によりモルタルの親水性が

向上することがわかった。 
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図 1 モルタルへのプラズマ照射の様子 

 

接触角 

  

(a)照射前          (b)1分間照射後 

  
(c)2分間照射後       (d)3分間照射後 

図 2 モルタル表面での水の接触角測定の結果 
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図 3 水の接触角のプラズマ照射時間依存性 
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